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論文調査の結果の要旨 

 

本研究は、1990 年代以降急速に拡大した企業内英語教育について、外発的に動機づけら

れた学習者を「とらわれた学習者」ととらえ、ノールズのアンドラゴジー論を分析視点と

して彼らが自律性を確保する可能性を論じたものである。本論前半においては英語学習が

人事考課要件の手段になる時代状況のなかで「とらわれた学習者」が形成される仕組みが

解明されている。同時に後半では、企業により組織文化や学習者への管理的側面が異なる

なかで、特に中小企業にみられがちな管理者と一学習者の両面をもちあわせる矛盾的存在

に注目し、彼らの周囲に生成される学習を自律的学習として示すことで、企業に新しい組

織文化が生まれる可能性を描き出している。本論はこうして教育学諸領域が見過ごしてき

た企業内英語教育という分野に着眼し、日本の企業内教育研究に新しい組織文化生起の可

能性を提示する意欲的な研究と評価される。 

よって、本論文は博士（教育学）の学位に値するものと認める。 

 


